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ButterHies from Batan Island, the northern frontier of the Phihppines 
AKIRA YAMAMOTO 


台湾 と ルソン 島 の 間 に は , 多く の 島々 が 点々 と つら な り , 両者 を 結ん で いる . すなわち 火 焼 島 , 紅 頭 典 の 南 , バ 
シー 海峡 を 隔て て , ヤミ , マブ ディ ス , イベ ヤッ ト , バタ ン , サブ タン な どの バタ ン 諸 島 , さら に バリ ンタ ン 海 峡 
と ルソン 島 の 間 に , カミ ギン , バブ ヤン , カラ ヤン , フ ガ な どの バブ ヤン 諸島 が ある . と これ ら の 島 順 群 は , その 地 


理 的 位置 か ら , フィ リピ ン と 台湾 , さら に 琉球 と の 生物 分 布 
の 関連 性 を 見 る 上 に , 非常 に 重要 で あり , また 興味 深い 地域 
と いえ よう . と の 地域 の 生物 相 探究 は 過去 に , マニ ラ 科 学 局 
(Bureau of Science, Manila) の 研究 者 に よっ て な され , 若 
干 の 報告 が 知ら れる が , 十分 な 知識 を える 状態 に は 至っ て い 
な いよ う で ある . と り わ け 蝶 類 に つい て は , バブ ヤン 諸島 よ 
り , わずか な 資料 が 知ら れる に すぎ ず , バタ ン 諸 島 に つい て 
は 不明 で あっ た . 1970 年 の 夏 , 私 は 短期 間 で は あっ た が , バ 
タン 島 で 昆虫 類 を 採集 し , 同島 産 蝶 類 の 一 片 を 知る と と が で 
きた の で と と 報告 し た い . 

と の 報告 に あたっ て 種々 御 教示 いた だ きま し た 九州 大 学 白 
水 隆博 士 , また 御 協力 を を えま し た Mr. Adolfo C. Argonza, 
竹井 慎 氏 , 上 田 修司 氏 に 感謝 いた し ます . 











バタ ン 島 概観 


バタ ン 島 は 台湾 と ルソン 鳥 の ほぼ 中 間 に 位 置 し , 面積 は 70 
km? あま り で , バタ ン 諸 島 中 , イ バ ヤ ッ ト 島 に 次 いで 二 番 目 
に 大 きい (fg. 1). 島 の 成因 は 第 三 紀 の 海中 火山 噴出 に より 
構成 され , 隆起 し た も の と いわ れ , 集 塊 岩 が 基 低 を な し て い 
る . と の 火山 脈 は ルソン か ら バ ブ ヤ ン 諸 島 を 経て , 紅 頭 風 , 
火 焼 島 , 台湾 東岸 に 至る , 同一 な 系 統 に 属す る と いわ れる . 

島 は 北東 より 南西 に 細長 く , 地形 は 同 諸島 中 , も っ と も 起 
伏 が あっ て , 全島 山岳 より な っ て いる . 北部 に は 同 諸島 で 最 
高 の , コニー デ 型 を し た イラ ヤ 山 (1009 m) が そびえ , 南部 
は マタ レム 山 (459 m) を 主体 に 山塊 を な し て いる (fg. 2). 
平地 は 海岸 線 に そっ た 一 部 や , 中 央 部 に わずか に 見 られ る だ 
け で , それ ら は 島民 (お も に イベ バ タン 族 ) の 畑地 と な っ て い 
る . また 海岸 段丘 の 発達 も 見 られ , と の 地域 が 活発 な 地盤 
道 の 影 響 下 に ある と と が うか が われ る . 海岸 附近 の 丘陵 や 低 
山 の 検 線 は , カヤ の 類 で お お われ て いて , ヤシ の 他 は 樹木 は 
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Fig.1. Location of Batan Island. 
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少 い が , 山岳 部 は 豊富 な 原生 林 (熱帯 降雨 林 ) で , 実に 船 蒼 
と し て いる . 植物 は フィ リピ ン 系 の も の が 主体 を な し て いる 
が 台湾 系 の も の も 混入 し て お り , と れ は 北 の 紅 頭山 と も 共通 
し た と と で , 原生 林 の 景観 も 紅 頭 山 に 大 恋 似 て いる ・ 渓 流 は 
いく つか を , みとめ る と と が で きる が , その 水量 は さほど 多 
く な い . 

気候 は 純然 た る 熱帯 海洋 性 で , 雨量 多く , 周年 高温 , 特に 
貞 高 温 に な る 6 ・7 月 の 平均 気温 は 30°C に お よぶ . 湿度 も 
きわ め て 高く , イラ ヤ ャ 山頂 は 雲 で お お われ て いる の が 常 で あ 
る . 日 中 は そう と う 蒸 し 暑い が 夜 は 涼し い . また 島 の 位置 が 
示す よう に 季節 風 や 台風 の 強い 影響 下 に ある . 
































採集 種 お よび 目撃 種 


目撃 種 に つい て は , 種 の 確認 が で きた も の の み を 記録 し 
不 確 実 な ちる の は , 除外 し た . 


Papilionidae 


1. Troides magellanus C. & R. Felder コウ トウ キシ タ ア ゲ 


ノヽ 








採集 で き な か っ た が 3 8 る を 目撃 , 本 種 は バブ ヤン か ら 
も 知ら れる . 


Fig.2. Topographical map of Batan Island. 


2. Pachliopia aristolochiae interpositus Fruhstorfer ベニ モン アゲ ハ (Fig. 3) 

2 8 る $, 8.MIi 1 $, 10.MWi 1 8. 12.W. 

わずか 4 8 $ で ある が , 台湾 クラ ル お よび 紅 頭 山 の 標本 (いずれ も 8 月 の 採 品 ) 多数 と 比較 し て , 後 翔 斑紋 の 形 
状 , 色彩 と も に 区 別 し が た い . と り た て て いう な ら ば , や や 小型 で ある が , これ も 個体 変異 の 域 を で な いも の と 考 
えら れる . な お ルソン 鳥 か ら は 次 表 の 班 紋 の 消失 し た 別 亜 種 kotzebuea Eschscholtz を 産 する . 





3. Graphium agamemnon Linnacus コモ ンタ イマ イ (Hig. 4 
1?, 8.WM. 


4. C7z/2s4 clytia palephates Westwood キ ベ リア ゲハ (Hig. 5) 

2 る ⑧@, 12.WM. 

本 種 が マダ ラチ ョ ウ の 類 に 擬態 する と と は 周知 で ある が , て の 度 えた 個体 も 前 半 端 に 白 攻 を 有する , いわ ゆる ル 
ソン 型 の goeg に そっ くり で ある . 飛び 方 まで ルリ マダ ラ の 類 と か わら ず , 採集 し て は じ め て 本 種 と わか っ た . 


5. Princeps demoleus libanius Fruhstorfer オナ シア ゲハ (Fig. 6) 
1$, 8.VW[I; 1 る 1, 10.WVI. 
台湾 産 と の 差異 は , まっ た く 見 られ な い . 


6. Papilio polytes pasikrates Fruhstorfer シロ オビ アデ アゲハ (Figs. 7, 8) 

1?,6.MW>2882*e,8.Mi3 ee, 9 一 11.M. 

本 種 も 台湾 の も の と 区 別 し が た く , 同系 統 の 亜 種 と 考え られ る . えら れ た は 1 頭 が 第 1 型 で , 他 は 第 2 型 で あ 
っ た . ルソン 島 に は 別 亜 種 ledebouria Eschscholtz を 産 す る . 
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Figs. 3-8. Papilionidae: (3) Pachliopta aristolochiae interpositus Fruhstorfer、 づ : (4) Graphium agamemnon 
Linnaeus。 マ : (5) Chilasa clytia palephates Westwood, &; (6) Princeps demoleus libanius Fruhstorfer。 づ ) (7) 


Papilio polytes pasikrates Fruhstorfer。 さ ) (8) ditto, ®. 


7. Papilio rumanzovia Eschscholtz アカ ネ ア ゲ ハ 
299, 8.V. 
2 頭 と も 後 翔 に 白 攻 を 有する 個体 で あっ た . ほか に 8? 数 頭 を 月 3 


Tu 





Pieridae 


8. Eurema hecabe Linnaeus. キチ ョ ウ 
3868, 11.WI. 


9. Eurema esakii Shirotbzu エサ キキ チョ ワウ (Figs. 9~12) 
19, 6.MI; 18, 10.W; 1861911.VM; 18, 12.WMI. 


10. Catopsilia pomona Fabricius ギン モン ウス キチ ョ ワウ 
1 , 11.V. 
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Figs. 9-12. Pieridae: (9) Eurema esakii Shir6zu。 づ : (10) ditto, underside; (11) ditto, 8; (12) ditto, 


underside. 


11. Catopsilia pyranthe Linnaens ウラ ナミ シロ チョ ウ 
1$⑧@, 6.MIi2 8 る 88, 8.VWI; 58 8, 10 一 12.WI. 


ノル 


12. Hebomoia glaucippe Linnaeus ツマ ベニ チョ ウ 
数 頭 を 目撃 . どの 系 統 の 亜 種 で ある の か 興味 深い . 


Danaidae 


13. Salatura lotis edmondi Boug コウ トウ マダ ラ (Figs. 13, 14) 
28819, 6.VW; 26819, 8.W; 288, 9.MMi2881@, 10.Mi 18, 11.Mi 2 8 8, 12.W. 
本 種 は も っ と も 多く 見 か けた マダ ラチ ョ ウ で ある . 飛 凌 習性 は 同属 の スジ グロ カバ マダ ラ と ほとん ど 変 る と と ろ 
が な い , 


14. Jdea leuconoe Erichson オオ ゴマ ダラ 

28 819, 6.Mi1S$, 7.VWI; 18, 8.VW; 18399, 9. 呈 :1819, 10.MIi28 83, 11.M i 1 8, 12.V. 

島 中 , いた る と と ろ に 普通 . えら れ た 個体 は , いずれ も subsp. clara や subsp. 7ukiuensis より 小型 で , 紅 頭 風 産 
に 近い . 

本 科 で は 他 に , ルソン 型 の Euploea を 数 頭 見 か けた . と の 属 に 擬態 する の で あろ う キ ペリ アゲ へ ハ を 上 産 す る の で あ 
る か ら , お そら く 数 種 が 分 布 す る も の と 思わ れる . 
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Figs. 13-16. Danaidae and Satyridae: (13) Salatura lotis edmondi Boug, ¢; (14) ditto, underside; (15) 
Mycalesis sp., $; (16) ditto, underside. 


Satyridae 


15. ~Mycalesis sp. (Figs. 15, 16) 
4 る 2 る 819, 8.VW; 1819, 9.VI. 
Mineus-group の 1 種 . 


16. Melanitis leda Linnaeus ウス イロ コノ マチ ョ ウ 
1 8, 6.W. 


Nymphalidae 


17. Hypolimnas misippus Linnaeus メス アカ ムラ サキ 
1®9, 12.M. 
18. Hypolimnas bolina philippensis Butler リュ ウキ ュ ウ ムラ サキ 
2 ゃ ゃ を 日 撃 し た の み で ある が , いずれ も 前 元 終 白 帯 の 顕著 な 個体 で あっ た . 


19. Hypolimnas antilope Cramer ヤエヤマ ムラ サキ 
本 種 も 目撃 し た の み で ある . お そら く subsp. truentus で あろ う . 





20. Precis orithya Linnaeus アオ タテ ハモ ドキ 
299, 8.W; 18, 10.V. 
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19 20 


Figs. 17-20. Nymphalidae : (17) Precis hedonia iwasakii Matsumura, 2; (18) ditto。underside : (19) 
Doleschalia bisaltide philippensis Fruhstorfer, 3; (20) ditto, underside. 


21. Precis hedonia iwasakiit Matsumura イワ サキ タテ ハモ ドキ (Figs.17, 18) 
3 $ $, 8.WMI. 


22. Doleschalia bisaltide philippensis Fruhstorfer イワ サキ コノ ハ (Figs. 19, 20) 
1 $, 8.M. 
本 科 で は 他 に , Parthenos と 思わ れる 1 種 が , 樹林 の 憶 を 多 っ て いる の を , 二 , 三 度 見 か けた . 





に 


Lycaenidae 


23. Euchrysops cnejus Fabricius オジ ロ シ ジ ミ 
18, 6.VMI; 366, 8.MI; 18, 10.VM. 


24. Catochrysops panormus C. Felder オナ ガウ ラナ ミ シ ジ ミ (Figs.21,22) 
466299, 8.Mi 1 8$, 11.W. 
密林 中 に , きわ め て 多く 見 られ た . 


25. Zizeeria maha Kollar ヤマ トシ ジミ (Figs. 23, 24) 


19, 6.MIi 283, 8.Mi 18, 10.Mi 1 83, 12.M. 
比較 標本 は 二分 で な い が , 紅 頭 典 産 に , も っ と も 近い . 
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22 4 26 


\ 了 


Figs. 21-26. Lycaenidae: (21) Catochrysops panormus C. Felder, ¢; (22) ditto, underside; (23) Zizeeria 
maha Kollar, ¢; (24) ditto, underside; (25) Megisba malaya Horsfield, $; (26) ditto, underside. 


26. Zizeeria knysna karsandra Moore ハマ ヤマ トシ ジミ 

18, 6.WI ; 268, 11.WMI. 
27. Megisba malaya Horsfield タイ ワン クロ ボ シ シ ジミ (Tigs. 25, 26) 

299, 6.VW; 299, 8.VW; 19, 10.M. 

えら れ た の は ば か り で ある が , どの 個体 も , 台湾 産 (subsp. voZubilis) や 琉球 産 (subsp. twasakii) に 較べ て , 著 
し く 小 型 (前 門 長 9mm) で ある . 

本 科 で は , 他 に Rapala の 1 種 を 目撃 し た . 





党 








Hesperiidae 


28. Tagiades trebellius martinus Plotz コウ トウ シロ シタ セセリ (Figs.27,28) 
1 @, ll.V. 


29. Notocrypta curvifascia C. & R. Felder クロ セセリ (Figs. 29, 30) 
1 ゃ , 8.W; 1 $, 11.W. 
8 ゃ と も 人 小型 (前 贅 長 19mm) で , 八重 山 群 島 産 の と ほぼ 同等 で ある 


30. Potanthus sp. 
18, 6.VWI; 19, 9.W; 36639®9, 11.VM. 


31. Borbo cinnara Wallace ユウ レイ セセリ 
18, 8.ML ) 1 $⑧, 10.W. 


32. Pelopidas conjuncta Herrich-Schaffer タイ ワン オオ チャ バネ セセリ (Figs. 31, 32) 
18, 10.ME ij 1, 12.WM. 


近隣 地方 と の 関係 
バタ ン 鳥 の 蝶 相 を 見 る と き , も っ と も 興味 ある 問題 は ルソン と 台湾 の 関係 で あろ う . と の 度 の 採集 品 に も 両者 の 
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SURO CE NK 32 


Figs. 27-32. Hesperiidae: (27) Tagiades trebellius martinus Plotz, や (28) underside: (29) Notocrypta 
curvifascia C. & R. Felder, 2; (30) ditto, underside; (31) Pelopidas conjuncta Herrich-Schaffer, ®; (32) ditto, 
underside. 


影響 が うか が える . シロ オビ アゲ ハ は 台湾 の も の と ほとん ど 変 ら ず , ベニ モン アゲ ハ も る 同様 と いえ る . オナ シア ゲ 
ハ は 近年 , ルソン 島 を は じ め , 他 の フィ リピ ン 諸 島 か ら も 採集 され だ し た 種 で ある が , バタ ン 島 産 と の 関係 に つい 
て は いか が で あろ うか . 前述 し た よう に バタ ン 島 の も の は 台湾 産 と まっ た く 同 じ と いっ て よい . ヤマ トシ ジミ お よ 
び ク ロ セ セリ も 合 湾 な ど , 北 に 位置 する 地方 と の 関連 性 を 示し て いる . 一 方 , キ ベ リア ゲハ の よう に ルソン 系 の 亜 
種 や , フ ィ リ ピン 諸島 を , お も な 生息 圏 と する アカ ネ ア ゲ ハ や コウ トウ キシ タ ア ゲハ は , 強く ルソン と の 関係 を 意 


させ る . と の よう な 事実 は , 他 の 生物 群 に も 認め られ る よう に た, 過去 に バタ ン 島 が , 台湾 と ルソン の いずれ に も 地 
理 的 な か か わり を 持っ て いた と と を 示す も の で ある と と も に , か っ て ルソン と 人 台湾 が 陸橋 で 結ば れ て いた 時 代 が 存 
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在 し た で あろ うと と を うら ず け る 材料 の 1 つと も な りえ よう . も っ と も , 蝶 類 な ど 分 散 力 の 大 きい 昆虫 に つい て 
は , 風力 に よる 拡散 移動 も 分 布 の 要素 と な っ て いる と と は いう まで も な い . な お , 古く より ルソン 島 西 北部 の 高地 
常に は , いわ ゆる 西部 支那 系 の 一 群 の 蝶 を 分 布 す る と と が 知ら れ て お り , さら に 近年 , 他 の フィ リピ ン の 島々 か ら 
も 同系 統 の も の と 考え られ る 種 が 発見 され る に いた っ て いる . フィ リピ ン 諸 島 蝶 類 の 生物 地理 学 的 な 考証 は , 複雑 
を きわ め る も の で あろ う が , その 西部 支那 系 分 子 に つい て は , 台湾 と の か か わり が 有力 な 要素 で あり , その 侵入 経 
路 と し て , 鹿野 忠雄 博士 (1936) や 白水 隆博 士 (1947) が 指摘 し て お られ る よう に , ルソン と 台湾 が 地理 的 に 関連 
を 持っ て いた 頃 の , バタ ン , バブ ヤン 諸島 が 現在 し め る 地域 で あっ た と と は 確実 と いえ よう . 

コウ トウ マダ ラ , イワ サキ タテ ハモ ドキ な ど は , いずれ も フィ リピ ン 諸 島 に 普通 な , ワー レシ ア を お も な 生息 剛 
こす る 種 や , メラ ネシア 系 と 考え られ る 種 で , 八重 山 群 島 や 台湾 南端 部 お よび 東部 海岸 地方 か ら も 採集 され て い 
る . 台風 や 季節 風 の 強 い 影 響 下 に ある バタ ン 島 が , 同様 の 状況 に ある , 北 の 諸 地方 で そら れる , と れ ら の 蝶 の 供給 
地 , ある い は 中 継 地 と な りえ て いる と と は 容易 に 考え られ る . 

以上 の よう に だ, ルソン と 台湾 の 両 系 統 を 含む 蝶 相 を 構成 する バタ ン 島 と , 基本 的 に きわ め て 類似 し て いる の が 
地 史 的 に も 現在 の 生態 環境 か ら も 密接 か つ 同 様 な 条件 下 に ある 紅 頭 典 で あろ う . か っ て 鹿野 博士 は 「 紅 頭山 の 動物 
地理 学 的 研究 (1933)] の 中 で , バタ ン ・ バ ブ ヤ ン 諸 島 の 蝶 類 に つい て “ 紅 頭 別に 極め て 近 縁 な らん と は 筆者 の 秘か 
に 信ずる 処 で ある が ” と 予測 し て お られ る . 

今後 , さら に バタ ン 諸 島 や , その 南 の バブ ヤン 諸島 の 蝶 相 が 判明 する と と に よっ て , ルソン と 人 台湾, また 琉球 と 
の 関係 が いっ そう 明確 と な ろう . 
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Summary 


In this paper the author has recorded 32 species of butterflies from Batan Island collected by him in August, 
1970. 

As far as the butterHy is concerned, the fauna of this island consists of Formosan and Philippine forms. This 
fact suggests the goelogical relation between Batan Tsland and the two regions and this shows one of the evidences 
that Luzon and Formosa were connccted by a land bridge in ancient timnes. 
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